
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 7 （回答者数） 7（パート職員等は未回答項目あり）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

小さな一歩を見逃さないよう、言葉にできない思いをく

み取れるよう、児童中心の支援スタンスを持続する意

識・職能強化のため、職歴に応じた業務標準を定める。

2

複雑化する心理的背景や環境要因を俯瞰的に見る視点の

強化を都度検証していく。

ネットゲームのフレンドにかかるトラブルなどが散見さ

れるようになっている。仮想空間と現実の線引き、ルー

ル・マナー・モラルの知識習得や相手の生活ペースの想

像など、指導と啓発は家庭との連携を強化する必要があ

る。

○事業所名 あゆみん下新庄

○保護者評価実施期間 2026年　1月　23日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年　1月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

児童個々の意思決定を尊重している。併せて他方の権利

も平等であるよう配慮している。

事業所での過ごし方・ペース配分など、児童の意向を確

認しながら決めるようにしている。

意思表示が難しい児童は、小さなサインを見逃さないよ

う見守り、保護者と密に情報共有や方向性の微調整を

行っている。

個々のニーズに合わせて、楽しく遊びながら集団での協

調や個々の葛藤に寄り添っている。

感情の共有などのコミュニケーション、ルール・マナー

共有の社会性に焦点を置き、感情の言語化・伝え方や伝

わった結果の客観視にサポートを行っている。

潜在ニーズの発見や、困り感の見落としを防ぐための一

定基準に基づく評価ツールを作成、試行段階に入ってい

る。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



3

児童が充足感を得て笑顔で退出できることを日々の

ショートゴールに置き続ける意識の持続と、療育の視点

を深める考察を積み重ねる。

成長の芽吹きにアンテナを張り、保護者・職員間で共有

し、生活能力の高上と成長を常に意識し続ける努力を形

づける工夫が必要。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現在はタイマーセットによる一時的なバックヤードのド

ア開放など、児童数やスタッフ配置状況に合わせて調整

しているが、安全の優先順位など検証を重ねる必要があ

る。

2

冷間素材を使った遊びなど、室内でも可能なイベントへ

のモデルチェンジは検討が必要。

3

モニタリングなど定期活動に併せた能動的な情報交換の

機会を検討し、俯瞰的に連続性のある配慮・支援を受け

られるよう関係性を深めることが望ましい。

受給者証の期間確認を積極的に行うため、定例会議での

確認とシステム上のアラート構築を行う。

クラスター的な感染症連続発症はなかったが、換気機能

が弱く感染症対策は課題。

安心して過ごせる場を提供している。 子供たちからの行動を見守り、アタッチメントの形成と

自立の並行的視点を踏まえ、肯定的なかかわりに重点を

置いている。

イベントのリニューアル

（特に夏休み時期の戸外活動の制限）

関係機関等との連携強化

プールなど水遊びのイベントは継続しているが、児童の

みならずスタッフの健康や体力的限度にも配慮を要し、

前年度比で回数が減少傾向にある。

園等で困り管や問題が浮上してから動く、受動的な対応

になりがちであった。

相談員枯渇地域の為か、サービス計画立案の漏れ・遅れ

による受給者証発行遅れが散見された。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

不審者侵入・無断外出を防ぐための安全管理と密閉性の

物理的構造。社会情勢から鑑みても、不審者対策のセ

キュリティと組み合わせた検証が不十分。


